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地球規模の異常気象と
地球温暖化



「異常気象」とは．．．

その地点、季節として出現度数が小さく平常的

には現れない現象または状態。統計的には30

年に１回以下の出現率の現象。

（気象庁)
7月平均気温（東京）
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2004年夏異常気象？
真夏日日数の経年変化（東京）
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THREE-MONTH MEAN TEMPERATURE ANOMALY(NORMALIZED) CATEGORY

Jun 2004 - Aug 2004

１０年に１回

２００４年６－８月
気象庁



大気大循環

積雲対流

ハドレー循環
暖

冷ジェット気流

GMS Image from http://dennou.gaia.h.kyoto-u.ac.jp/library/gfd_exp/



エルニーニョ現象

暖かい空気ほど水蒸気を沢山含む
（Clausius-Clapeyronの関係）

気温

飽
和
水
蒸
気
量

http://iri.columbia.edu/outreach/education//enso/



テレコネクション



２００４年夏

６－８月平均外向き長波放射偏差６－８月平均８５０hPa流線関数偏差６－８月平均海面水温偏差



過去の観測データからもとめたアジア
モンスーンの主要変動パターン:
The Pacific-Indo Dipole

(Yasutomi & Kimoto)

２００４年６－８月平均外向き長波放射偏差

気候モデルによるシミュレーションと観測の比較



Thanks to: M.Ishii





北極振動は北の雄



日本の天候に影響を与えるさまざまな要因

モンスーン

カオス

シベリア

海面水温

対流

亜熱帯高気圧

ジェット気流



古気候と
地球温暖化
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温暖化により日本の夏はどうなるか？
「地球シミュレータ」による最新の予測結果

温暖化による気圧と雨量の変化（約７０年後）

雨量は平均的に増加（青色の領域）

気温は平均的に2.5℃程度上昇

雨量増加

雨量減少

豪雨の頻度は平均的に増加
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夏日の日数は平均的に増加

日最高気温３０℃以上の日数

日雨量１００ｍｍ以上の日数

２００４年９月１６日報道発表資料

※ただし、年々の気候変動は自然のゆらぎが大きいので、特定の年
（例えば今年）の異常気象を温暖化と関連付けるのは難しい

東京大学気候システム研究センター/国立環境研究所/地球環境フロンティア研究センター



Observed Interannual Variability

Simulated Climate Change

H
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地球温暖化への示唆

気象庁資料

北日本と南西諸島の夏平均気温の経年変化

変化の異なる北日本
と南西諸島



積雪量の変化

日本の積雪域は温暖化の影
響で日本海側の広い領域で
減少する



1998年1月9日朝日新聞



地球温暖化と異常気象



温暖化時、「変動幅」の増加（％）

気温

降水量

%

%



不確定が大きい
のは雲やエアロ
ゾルのことがよく
わからないから
である。

不確定は大きい
がどのモデルも
昇温、降水増加
を示している。

不確定性



まとめ
• 異常気象は気候システムの自然なゆらぎの結
果起きる。

• 日本の天候変動には、熱帯の海面水温、モン
スーンや偏西風の蛇行など世界中のさまざま
な要因が関わっている。

• 数値モデルや観測データの蓄積によって、いく
つかの重要な気候変動現象が解明されつつあ
る。

• これからは、自然のゆらぎに地球温暖化が重
なって、異常気象の頻度も多くなる。とくに大雨、
渇水に注意。


	地球規模の異常気象と地球温暖化
	「異常気象」とは．．．
	2004年夏異常気象？
	大気大循環
	エルニーニョ現象
	テレコネクション
	２００４年夏
	古気候と地球温暖化
	温暖化により日本の夏はどうなるか？「地球シミュレータ」による最新の予測結果
	積雪量の変化
	地球温暖化と異常気象
	温暖化時、「変動幅」の増加（％）
	まとめ

